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白糠地域には根室層群が広く分布し､下位より川上層 ･川流布層 ･富川層 ･活平層 ･常室層の5累層に
区分される.岩相は全体的に泥岩 ･シルト岩 ･砂質シルト岩を主体とするが､川流布層下部 ･富川層 ･常
重層に砂岩 ･砂岩泥岩互層 ･磯岩層を挟在する｡各層には凝灰岩層も頻繁に挟在される｡
本研究では､これらの地層群を渦鞭毛藻シスト化石の出現 ･消滅に基づいて7つの化石帯に区分した｡
この生層序と植物片を用いた炭素同位体比層序を統合し､国際標準層序と対比した結果､これらの地層は
暁新世のDanianから始新世のLutetianの時代を示すことが明らかとなった｡炭素同位体比の結果から幾
つかの汎世界的な負のスパイクが認められ､それら以外にも､今後､国際対比に使用できる炭素同位体比
の変動を確認した｡これらの成果により本地域は北太平洋の地質時代を論じる場合､国際的な標準地域と
なることが示された｡
さらに､初期～中期暁新世の群集は非常に個体数が多く単一の種構成からなり､赤潮群集と類似した特
徴を示すことがわかった｡すなわち､この時期は富栄養化状態にあり､赤潮が頻繁に発生するような環境
であったことが推定される.しかし､暁新世一始新世の境界付近になると急激にその生産量が低下し､初
期始新世までは低いままであった｡この時期には汎世界的な温暖化が生じており､その影響で海洋の成層
化が進行し､有光層への栄養塩の供給が減少し生産量が低くなったと考えられる｡ところが､寒冷化が生
じた中期始新世には､生産量は再び増加した｡本研究の結果から､渦鞭毛藻の群集変化は北太平洋の一次
生産を反映しているとみなされ､汎世界的な気候変動と明瞭にリンクしていたことが示された｡
本研究は､従来は空白地であった北太平洋地域の古海洋変動を明らかにし､地球の気候変動が生物に及
ぼす影響を示した重要な研究となり､これらの成果は自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と
学識を有することを示している｡したがって､林圭一君提出の博士論文は博士 (理学)の学位論文として
合格と認める｡
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